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要         旨 

2013年に無侵襲的出生前遺伝学的検査（NIPT）が日本で開始となってから、

出生前検査の受検者数は増加している。出生前に子どもの遺伝性疾患が判明

した場合、親には多くの葛藤や不安が生じ、子どもの出生前から出生後に至

る包括的な視点が必要となることも推測される。遺伝性疾患を有する子ども

と共に生きることに関して、特に出生前検査の遺伝カウンセリングがもたら

す効果を明らかにすることを目的として、本研究は実施された。 

 まず、遺伝性疾患を有する子どもと共に生きる上での対人関係における親

の困難を明らかにするために、コーテシー・スティグマの概念を用いた文献

調査を行った。スティグマのある人と親密な関係をもつことでスティグマを

もつに至った人のスティグマをコーテシー・スティグマと呼ぶ。遺伝カウン

セリングの中で、親のコーテシー・スティグマの認識を軽減させるような働

きかけを行うことは重要であるという知見を認めた。 

 さらに、NIPTを希望して遺伝カウンセリングに来談した妊娠カップルを対

象とした質問紙調査から、遺伝カウンセリングは、妊婦だけでなくパートナ

ーにとって知識の向上や気持ちや考えの変化をもたらすことを明らかにし

た。さらに、質問紙票の記述式回答の分析から、出生前の子どもの親にとっ

て、遺伝カウンセリングが、遺伝性疾患に対するスティグマの認識を軽減さ

せ、子どもの親としての認識に変化を生じさせる効果があることが示唆され

た。 

さらに、ドイツにおける妊娠葛藤カウンセリングについて調査し、子どもが

遺伝性疾患を有することが明らかになった場合についてカウンセリングの中

で話し合うことや、各カップルに即した資料を提供できるように様々な種類

の資料を用意することなど、日本において応用できる事項について検討をし

た。 

 本研究により、出生前検査の遺伝カウンセリングは、子どもの父親や母親

にとって、気持ちや考えの変化、遺伝性疾患に対する考えの変化をもたらす

効果があることが明らかになった。出生前検査の遺伝カウンセリングにおけ

る子どもと共に生きることへの積極的な関わりは、子どもの出生前から出生

後につながる連続した親としてのプロセスに重要な役割を果たすと考えられ

る。 
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